










明治 期 にお け る輸 出磁 器 の デ ザ イ ンにつ いて
オール ドノ リタケの薔薇の模様を中心 として
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3オ ール ドノリタケのデザインを作 った人々
おわりに
は じめ に
明治期 における瀬戸を中心 とした輸 出磁器 につ いて,当 時の森村組 が,米 国向 けに輸 出 した
「オール ドノ リタケ」 とよばれ る磁器の薔 薇の模様 を中心 に考察 を行 いたい。
「オール ドノ リタケ」 とは,そ れ を製造販売 した ノ リタケ ・カ ンパニ ー(当 時の森村組,明
治37年よ り日本陶器)'が 「明治18年頃か ら昭和10年頃までに製造販売 したフ ァンシー ウェアー
とデ ィナー ウェアーの一部 を指す」2と定義 して いるのでそれに従 う。
ノ リタケ社 および森村商事資料室 に保管 されていた明治40年を 中心 と した約21冊の画 帖3の
なかか ら,最 も精緻 な手描 の画帖一冊(明 治40年度作成分)を 選 び出 し,970例のデザイ ンを
調 査 した。 そのなかで花 の模様 は全体の八割を 占め,ま た花 の模様 のうち,薔 薇 に関連 したも
のが半数近 くを占めていた。 この ことか ら,薔 薇が,当 時の輸 出磁器の主た る模様 として最重
要 視 されていたのではないか と推察す る。 そこで,画 帖か ら,薔 薇 を中心 と した模様 を中心 に,
当時森村組 でデザイ ンが,だ れ によって,ど のよ うに作 られ たか,ま た,そ れ らを考察す るこ
とによ り,主 た る輸 出先で あったア メ リカ において,明 治 の 日本の輸出磁器 が どのように受 け






塚本洋太郎氏は著書 「花の美術 と歴史』において 「小袖や能衣装の模様には,薔薇を描いた
ものはみあたらない」 とある5。しか し,河上繁樹氏により61454年(享徳3)の 墨書銘のあ
る7「薔薇に反橋文様水干,括 袴」が紹介されている。また,桃 山時代のものとしては高台寺
に 「薔薇に雪持柳文様唐織等縫合せ打敷」8が遺 されている。
陶磁器に描かれた薔薇は,菊,桜,梅,芙 蓉,芍 薬などに比べるとその数は多 くないが,江
戸時代には 「伊万里薔薇文皿」9や「鍋島色絵薔薇図」1°などが挙げられる。
明治15年頃のデザインを中心 とした,樋 田豊次郎氏編の 『起立工商会社の図案集』には659
例の図案中,管 見によれば,薔薇の模様は5例11のみであり,起立工商会社においては,薔薇
は未だ重要視されていなかったと考えられる。 しかし,徐 々に,沈壽官(12代)作 「上絵金
彩桜薔薇図大盤」12,美濃の加藤五輔(1837-1915)作「染付花鳥図花瓶一対」13,錦光山宗兵





左衛門自身 と異母弟豊(1854-1988)が1900年のパ リ博覧会に視察にいってお り,そのとき
に見本として多数絵皿を持ち帰 っている。孫兵衛は,家 業が絵草子屋で,明治5年 の,「博覧
会諸人群衆之図」19など,錦絵をかな り出版 しており,そ ういった出版を通 じて当時の工芸品
に精通 していた。また,彼 は1919年,「よきがうえにもよきものを」をモットーに,大倉陶園











1730年に,ド イツ ・マイセ ン窯は,様 式化 された 「小花散 らし」というモチーフを意匠化
する。この小花散らしの流行の背景には,顧 客層が宮廷から富裕な市民階級へと移ったことで,
より多数の人々が求めやすいデザインへも目が向けられるようになったということがある。そ
して19世紀前半の ビーダーマイヤー様式のときにもっとも盛んとなり,特 に 「マイセンのバ


















協会(USPA)の事務局長であったジョージ ・W・オ リバーが,博 覧会以降の市民の陶磁器
に対する嗜好について,「グレー ト・ア トランティック&テ ィー ・カンパニーのような大衆的
な陶磁器チェーン店で,人気を博しているのは,モスローズといわれる薔薇模様P8のついたコー
21
図1正 方形 皿c1818,ナ ン トガ ウ 窯,
22.2×22.2cm
ヒーセッ トである」と伝えている29。また,こ のモスローズ模様は,1887年,N.Y.イブニ ン
グ ・サ ン紙の記者が労働者階級の家庭を訪問 し,そこで供された食事についての記事の中にも
登場する。
「食欲を減退させるような冷たい塩漬けの肉にポテ トが添え られ,そ れにパ ンと紅茶がつ
いている。これ らがモスローズ模様の輸入磁器の食器で出される。そ ういった薔薇模様の
磁器は,質 素な家具や調度,む き出 しの壁 と調和を欠いてお り,"食器だけがN.Y5番
街の大邸宅のよう"で あるが,そ れに対 し主婦は誇 らしげであった」 と記者 は語 ってい
る3°。
薔薇模様の食器がいかに当時のアメリカの主婦にとっての憧れであったかということであろう。
モスローズは蕾や花首,茎 に苔(モ ス)の様な繊毛があるハイブ リッド系の薔薇である。当時,
アメリカ磁器販売大手のヒギ ンズ&セ イター社の1899年の力タログ掲載の,洗 面具セッ トは,
大輪のビリングズレイ ・ローズのアレンジが中心であるのに対 して,食 器に関 してはイギ リス
からの輸入一 ミントン社とウェッジウッド社の食器の模様はいずれ もモスローズ ・タイプであ
る。このように,ア メリカで も,19世紀後半,薔 薇のデザイ ンは人気があった。
2画 帖における薔薇のデザインについて
明治三十年の森村組の画帖のデザイ ンのうち,花を主たるモチーフとして使った もの,ま た
はボーダー柄などの一部に花をつかった ものなど,花 が含まれているのは970例中819例にも
およんだ。 またその819例中,薔 薇をモチーフに使 ったものは,397例を数え,第 一位を占め
た。薔薇以外には,菊,梅,桜,蘭,蓮,チ ュー リップ,ス
ミレ,忘れな草,あ やめ,コ スモス,パ ンジー,け し,クロッ
カス,デイジー,朝 顔などが見られた。また,292種は花の種
の特徴をアレンジしたものと推察する。
菅鱒1禦瓣難 蓑蹴 薦 、痛三丑
常 に精緻に描かれている。 それに比べパターン化されたデザ








てお り,金彩 も豊かなものが多い。図2森 村画帖(No4038-15)の壺は全体が装飾的で,薔
薇の模様 自体 も華やかな例である。
次に,397例中89例の各種容器(コ ンテイナー)31のデザインについて見る。 ジャグとティー
ポ ット,コーヒーポットなどのポット類のデザインの特徴 としては,ナ チュラリスティク ・ペ
インティングの薔薇が多 く描かれ,非 常に手の込んだデザインがその半数を占め,金彩 も豊か
である。また,窓絵,中 帯,盛 り上げ,または背景の暈 しなど装飾 も凝ったものが多い。壺同
様,薔薇の大きさは中から大輪が多い。壷やポット類に用いられている装飾技法は三分の一が








薔薇の模様のうち,ま った く金彩がない,あ るいは金彩の有無が特定できないのは397例中
20例に過ぎず,残 りすべてになん らかの金彩が見 られる。明治の輸 出磁器とくに明治初期の
「オール ドノリタケ」にはいったん泥 しょうで盛 り上げた後,金 彩をほどこしたいわゆる 「金




5例のアール ・デコタイプのデザインがあるが,こ こで見 られる金彩は金盛上げが見 られず,
すべて平板なタイプである。盛 り上げ特に白盛 り上げが豊かに施されている作品には金彩の量
は限られているか,図3a(No4045-25),ならびに図3bに は全 く用いられていない。397例
中4点が非常に手の込んだ白盛 り上げが施 されている。その2点は壺,一点はジャグ,そ して
もう一点は花活けである。 しかし盛 り上げの技法は割れやす くもろいので皿やカップ&ソーサー





見 られ るが,実 用品であったカ ップや皿な どには
見 られ ることがない。皿に描かれた薔薇の大きさ
は中型中心で,そ の六割に金彩が施されている。'
図4(N°4°39-°2)はパター ン化された舗 図皿 ・
、 、
である。
カップ&ソ ーサー19例中15例がパター ン化 され
たタイプの薔薇である。壺などに見られるようなナチュラリスティック ・ペインティングはわ
ずか4例 を数えるに過ぎず,薔 薇の大きさは中型を主 とし精緻なデザインは全 く見 られない。
画帖にあった薔薇模様全体では,こ ういったパターン化 されたものと精緻に描かれたデザイン
の割合はほぼ同数であった。
画帖に掲載された画工は,杉村作太郎(東 京),河原徳立(東 京),井口昇山(東 京),藤村
興一(東 京),西郷久吉(名 古屋),石田佐太郎(京 都)と いった名が見られる。1899年,名
古屋において画工場が集約 して も,しばらくは,徒弟制のもとで,京都風,東 京風などの同 じ
花の絵付けでも違 った図柄,独 特の手法で絵付けをした。たとえば,石 田は 「京都以来の独自
の盛絵,吹 き」西郷は 「特有の漆巻き」という具合であった。 しか し,デザインの最終的な決
定権は森村組にあったことが,石 田の 「まず絵付け見本を出してみて,それに対 して森村組が







洋 出版.カ バーペー ジ
図4森 村 組画帖(明 治40年制作)No4039-02画
工場 「石 田」名




森村組が,明 治11年,ニューヨークにモ リムラブラザースを開設 したときか ら,デザイ ン
を決める主導権はモリムラブラザースにあった。モ リムラブラザースを任されたのは,市左衛
門の弟,豊 であり,彼は市左衛門の 「今後の 日本を豊かにするには海外貿易 しかない」33とい
う使命を受けて,明治9年,第 一回政府伝習生 となって渡米 した。それ以降,モ リムラブラザー
スから,日本に対 しての注文や意見が精力的に届いた。当時の森村組のアメリカからの書状や








主に図案部を担当,ア メリカで活躍 しただけでな く,その後 日米を往復10数回 し,ア メリカ
で流行するデザインを日本の画工側に伝えることに勤めた。その後,和 気松太郎の跡を継いだ
のは宮永寅之助であった。宮永寅之助は,毎年4月 のイースターサンデーには,一 日中,多 く
の人が集まるニューヨーク5番街51丁目の角に立ち,女性の帽子や洋服か ら,その年の春夏
の流行をいち早 くとらえたとされている37。また,デ ザイナー達を含めたアメリカ側のそうし
たたゆまぬ努力に対 し,日本側 も 「米状」を真摯に受け止めた。森村組は,「当時米国市場の









アーズ&ロ ーバ ック社(以 下シアーズ社)が1897年に出版 したカタログの食器紹介の最初の
ページに





1908年のカタログには,素 地は輸入であると明記 した上でホーマー&ラ フ リン社のアメ リカ
製食器の"優 秀性"を 最初にアピールしている。またこの年のカタログは8割以上が薔薇模様
で占められている。その後,ア メリカ製を強いて"優秀"と うたわず,ヨ ーロッパ製,ア メリ
カ製,日 本製がそれぞれ特色を持って,ほ ぼ等分に紹介される内容へと変化 したのは,1927




ナーセ ットが登場 し,価格形状がシアーズ社パター ンと一致する。すなわち19世紀末までは,
イギリスやフランス製がアメリカ磁器市場では主流を占め,オ ール ドノリタケなどの日本製が












としてあげる(図5)。バー ドによって描かれた薔薇のデザインは 「ケラ ミック ・スタジオ』
に掲載 されたもののなかでも初期のものと思われる。バー ド自身の描 く花がナビ派を思い起こ
させるといわれ,ア メリカのアーツ&ク ラフ ト運動のなかでは,彼女の作品は他と比べると古
典的な図柄が多い。しかしそれにもかかわらず,彼女の掲載された薔薇のデザインは従来のヨー
ロッパの伝統的なものと比べるとより簡素なものとなっている。また,ア メリカの磁器に関す
る文献である 「アメ リカン ・ポーセ リン』44中に掲載された,F.ホムルズ作Aiのデザインと考
えられるコー ヒーセ ットの掲載例をみると(図6),ホイップラッシュカーブのアール ・ヌー
ボー期を代表する花のデザイ ンが描かれている。ノリタケの画帖が制作されていた明治後期に
は,ア メリカでは,モ スローズといったヨーロッパ風の古典的なしかし簡略化されたデザイン
が大衆品向けに使われていた。そ して,陶芸家達などによって,す でに,ア ール ・ヌーボーの
デザインが使われるようになっていた。
おわ りに





か ら描かれた古典的な薔薇模様,西 洋小花散 らしなどがあげられる。森村組は,ヨ ーロッパの
デザインを研究 し,そこに日本従来の技術を駆使 して,装飾的な付加価値を加え,かつその価
格を低 く抑えることで,ア メ リカ市場に進出していった。アメリカでは,大輪のビリングズレ
イ ・ローズなどと共 に,モスローズと呼ばれるイギ リスの諸窯に影響を受けた薔薇のデザイン
27
図5チ ェリー ・バー ドによるコー ヒーカップデザ ィン
c1910
図6レ ノ ッ ク ス 社 磁 器 ユ ー ヒ ー
ポ ッ ト,16.8cm,c1906.
が多 く見 られた。森村組 は 「米状神聖」 とい う言 葉 に代表 され るよ うに,ア メ リカか らの情報
を重 要視 し,ア メ リカのデザイ ンを研究 した。
明治40年のノ リタケ画帖 に,ヨ ー ロ ッパ の伝統 的 な手書 きのデザ イ ンと様 式化 され たデザ
イ ンの混 在が見 られ とい うこ とは,薔 薇 に代表 され るオール ドノリタケのデザ イ ンが,明 治末
期以 降,金 彩 や盛 り上 げのある豊かな手描 きか ら,よ り単純化 されたデザイ ンへ と変化 して いっ
た とい うことを示 してい る。 これ らは 日本側 の量産体制への移 行が もた らしただけで はな く,
ア メ リカ磁器のデザイ ンに影響 を受 けた結果 で もあった。 今回 は絵 つけのみの考察 にな ったが,
今後 さらに形状 について も研究 を重 ねた い。
本稿 は2003年2月の例会研 究発表 「明治期 にお ける輸 出磁器 のデザ イ ンについて 一 オー
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p36,講談 社
20EduardJuliusBraunsdorf(1841-1922)
21ナ チ ュ ラ リス テ ィ ッ ク ・ペ イ ン テ ィ ン グ:RobertE.Rontgen,1996"Meissen"Schifferp206に
"JuliusEduardBraunsdorf,raisedinthetraditionofthemanufacturehehadjoinedin1858as
anapprentice,wasthefirstonetoexplorenewpossibilities.Hisnaturalisticflowerpainting
soonchangedtoanimpressinisticanddecorativestyle"とあ り,ま た,橋 田 正 信 著,2002年 『マ
イ セ ン磁 器 』 平 凡 社,p97及 びp111に 「自然 主 義 の 絵 つ け(NaturalistisheMalerei)」と して ,
「十 九 世 紀 か ら二 十 世 紀 にか け て マ イ セ ンで 活 躍 した ブ ラ ウ ン ズ ドル フ は従 来 の絵 つ け と ま っ た く異
な る[自 然 主 義 様 式]を 確 立 し た 。 そ こ で 現 在,こ の 様 式 は,[ブ ラ ウ ン ズ ドル フ 様 式](nach
Braunsdorf)と呼 ば れ る こ と もあ る。 本 稿 にお い て は 「ナ チ ュ ラ リス テ ィ ク ・ペ イ ン ン グ」 と表 記
す る。19世紀 末 か ら20世紀 初 頭 に か け て マ イ セ ンの絵 付 師 た ち は ブ ラ ウ ンズ ドル フか ら多 大 な る影 響
を受 け た ばか りで な く,他 の ドイ ツ や 周 辺 諸 国 の 絵 付 師 た ち もブ ラ ウ ンズ ドル フの この マ イ セ ンの技
法 を か ら同 じよ う に影 響 を 受 け た。
22WilliamBillingsley,(1758-1828)はイ ギ リス を 代 表 す る磁 器 絵 師 で コー ル ポ ー トに 生 まれ,ダ ー
ヴ ィ で 修 行 。1796にPinxtonで始 ま った 彼 の磁 器 絵 つ け の本 格 的 な 活 動 が始 ま り,Mansfieldでイ
ギ リス と フ ラ ン ス の両 方 の 磁 器 に絵 つ け を した後,2年 後 にBramton-in-Torkseyへ。 そ こで1801
年 ま で い て,そ れ か らFlight,Barr&Barr期のWorcester社に 移 り1812年まで いて 磁 器 の 改 良 に
努 め た の ち,1813年以 降NantgarwやSwanseaにて 活動 を続 け た。
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421899年か ら25年間 に わ た って 出 版 され たKeramicStudio誌は 磁 器 の デ ザ イ ンだ け でな く,Charles
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